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初診時右下舌側（2006年6月）。歯ブ
ラシの毛先は歯頸部と歯間部に届い

ておらず、プラークの付着がみられる。P-10S
の使用を開始する。

初診時プロービングチャート。臼歯部に4mmのプロービング値がみられ、BOPは39.9％、
PCRは54.8%であった。

P-10S使用1ヶ月後の右下舌側（2006
年7月）。発赤は軽減しているがプラー

ク量は多い。歯ブラシをB-10Sに変更し、SRP
を開始する。

B-10Sに変更1週間後の状態。歯ブ
ラシを変更してもプラークは硬く落ち

にくい。歯肉が軟らかいためB-10Mには変更
せず2ヶ月間様子をみる。

1-1

1-2 1-3 1-4

ルシェロ歯ブラシは、口腔内の状態に合

わせて、ブラシの形態や材質、硬さの異な

るものを選択できることが大きな特徴にな

ります。ルシェロ歯ブラシの中で、P-10S

（以前のP-10）は、先端にタフト型のラウン

ド毛があり、3列目からは、長いテーパー毛

と短いラウンド毛の2段植毛の形態をして

います。これにより、ポケット内や歯間部に

テーパー毛が到達し、ラウンド毛は歯肉辺

縁の縁上プラークを除去できるように形態

が工夫された歯周治療用の歯ブラシです。

P-10Sにより炎症が軽減したあとは、歯

肉の性状やプラークの付着状態に合わせ

て、健康な歯肉用のB-10Sに変更していま

した。しかし、プラークが硬く厚く付着して

いる場合では、B-10Sを用いても軟らかす

ぎて、充分にプラークが除去できない場合

がありました。そこで硬めのブラシとして

B-10Mを選択すると、毛質が硬すぎて、軟

らかい歯肉や薄い歯肉には、外傷や歯肉

退縮を起こす心配があり、選択する歯ブラ

シを迷うことがありました。また、歯周炎の

患者さんであっても、浮腫性の炎症がなく、

厚くて硬い歯肉の場合では、P-10Sは患者

さんの磨いたという満足感が得られず、B-

10SまたはMを選択していましたが、テーパー

毛ではないために、歯間部やポケット内に

到達しにくいことがありました。

新しく発売されたP-10Mは、P-10Sの形

態の特徴を持った、少し硬めの歯ブラシで

す。P-10Mの「M」は、Maintenanceと

Mediumの2つの意味を持ち、主に歯周治

療後の健康を取り戻した歯肉に使用すると

いう位置づけで発売されました。そこで今回

は、このP-10Mを使用した症例と効果的な

使い方についてご報告したいと思います。

はじめに

●症例1 30代女性。左下歯肉の腫れを

主訴に来院する。軟らかく腫脹した歯肉の

炎症をP-10Sで軽減させた後、歯ブラシを

B-10Sに変えたが、プラークが落としきれ

ない。しかし、歯肉は軟らかいので、B-10M

では毛質が硬いと思われた。さらに、歯ブ

ラシの動かし方が大きいため、歯間部に毛

先を入れられないと考え、歯間部に到達し

やすいP-10Mに変更した。

ルシェロP-10Mの効果的な使い方
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初診時正面観（2006年9月）。線維性
の歯肉で、右上下2、3のプロービン

グ値が深いところも、炎症は浮腫症状を呈し
ていない。

2-3

初診時のレントゲン写真。臼歯部に垂直的な骨吸収が認められる。2-2

P-10S、B-10S、P-10Mを使用したと
きのPCRの変化。P-10M使用によ

り、PCRが減少していることが分かる。

1-7
2006年10月より歯間部に挿入する
ようにP-10Mを使用して1ヶ月後。患

者さんからは、いままでの歯ブラシより磨けた
感じがするという感想をいただく。

1-5
BOPの変化。ブラッシング、SRPに
より、初診時に比べBOPの減少が認

められる。

1-6

初診時の左下舌側面観。歯頸部や
歯間部にプラークの付着が認められ

る。ポケットを意識したブラッシングを開始し
てもらう。

2-4
P-10Mを用いたPCRの変化。3回の
指導で10％以下と良好なプラークコ

ントロールを達成する。水色は2回連続、青は
3回連続してプラークが残っていることを示す。

2-5

初診時のプロービングチャート（2006年9月）。BOPは85.1％と高く、4mm以上のプロー
ビング値は25.3％と多い。PCRは66.1％であった。2-1

●症例2 30代男性。左上歯肉の腫れと

痛みを主訴に来院された。重度に進行し

た歯周炎だが、歯肉は硬くて厚い性状で、

浮腫を伴わない。歯周初期治療の初めか

らP-10Mを使用し、PCRと歯肉の変化を

観察する。
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70代女性。ミディアムの平切りの歯
ブラシを使用中。PCR５％とプラー

クは除去できているが、プロービング時に出血
と歯肉の発赤、腫脹が認められる。

P-10Mを用い、ポケットを意識したブ
ラッシング指導1ヶ月後。PCR7.9％

と良好。プロービング時の出血は減少し、歯
肉の発赤、腫脹が軽減している。

60代男性。プラークが硬くB-10Mを
使用していたが、インプラント補綴物

の形態により歯頸部に毛先が到達しにくいた
めプラークが落としきれない。

3-1 3-2

4-1

ブラッシング指導後の歯肉の状態
（2006年10月）。右上下2、3は炎症

が軽減し、歯肉の引き締まりがみられる。ブラ
ッシング時の出血も減少した。

2-6
ブラッシング後の左下舌側の変化
（2006年10月）。プラークは充分に除

去され、縁下歯石が見えてきた。今後もP-10M
によるブラッシングを継続してもらう。

2-7

P-10M使用１ヶ月後。苦手だったイ
ンプラント部のプラークが除去でき

ている。

4-2

ブラッシングによりPCRは6.9％と減少する。SRPをまだ行っていないため深いポケット
は残る。2-8

●症例3、4 メインテナンス中の患者さんに対して、歯肉の炎症改善とプラークコントロー
ルの改善のため、P-10Mを導入した。

●P-10Mの効果的な使い方 歯間部のプ

ラーク除去は、その歯間空隙の大きさに合

わせて、歯間ブラシやフロスを選択し、患

者さんに提案している。しかし患者さんの

中には、補助器具を面倒に感じるため継続

して使用できない方もいる。歯ブラシだけ

を用いて、プラークコントロールを簡単に

行えることが、メインテンスの中で必要に

なるときもある。P-10Mは先端のタフト部

を用いると、やや大きめの歯間空隙の清掃

ができ、テーパー毛を用いれば、小さめの

空隙の清掃にも使用することができる。そ

のためP-10Mは適切な指導により歯ブラ

シだけで清掃することが可能になる。
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歯ブラシを横向きに当てるアドバイ
スをすると、歯頸部の高さで歯間乳

頭を押し付けてしまう。

歯間部に挿入するときは歯間乳頭を
避けてブラシを横向きに当てることを

アドバイスする。

6-4 6-5

P-10Sは細い毛先の軟毛ブラシのた
め、軽く圧接するとテーパー毛が歯

間部やポケット内に入り、簡単に挿入できる。

P-10Mは、コシが強いので少し強め
に圧接しないと歯間部やポケット内に

到達しない。そのため歯間乳頭が圧迫される。

患者さんにポケットを意識して歯に対
し斜めにブラシを当ててもらうと歯間

乳頭を擦りすぎて、傷を作ってしまった。

6-1 6-2

6-3

舌側から毛先をt側に向けて挿入し
ているところ。歯間の形態に合わせ

て、ブラシが入っている様子がうかがえる。

5-3
舌側では歯間ブラシも届きにくいた
めプラークが残る。ブリッジのポン

ティック部や空隙の小さい歯間部には、歯ブ
ラシの毛先を挿入する方法が最適である。

5-1
P-10Mを使用し、毛先をt側に通す
イメージで歯間部に入れて磨くと、簡

単にプラークが除去できる。

5-2

今回P-10Mを臨床に取り入れたことで、い

ままでのルシェロシリーズでは、ブラッシン

グ効果の弱かったケース対して、歯肉の改

善や患者さんの磨けたという満足度を満た

すことができました。しかし、P-10Mは患者

さんが適切な使い方をしてこそ、歯ブラシの

特性が活かせると思います。治療やメイン

テナンスで歯科医院に来院されている方の

中には、ご自分が使いやすく、磨き心地が

良いと、家族や友人のために歯ブラシを購

入される方も多くいらっしゃいます。受付で

販売するだけや1回のみの指導で終わりに

せず、歯ブラシが効果的に使用されている

かどうか後日確認し、さらに継続的に経過

観察していくことが大切だと考えています。

今日、さまざまな特性を持った歯ブラシが

次 と々開発されています。このような歯ブラ

シの中から、患者さんに適したものを選択

することは、患者さんをよく知っている担当

歯科衛生士の役割といえます。歯ブラシの

特性を理解し、患者さんの口腔内の改善や

健康維持につながるように提案していきた

いと思います。

まとめ

当て方の練習を行い１ヶ月後。歯肉
の傷は回復している。ブラシ圧を弱

めるだけだと歯間部に毛先が届かず、磨き残
しが増加するため注意が必要である。

6-6

●歯ブラシによる外傷を予防するために

P-10Sはポケットを意識して、歯ブラシを少

し傾け、ポケット内にテーパー毛が到達す

るように使うと効果的であるが、P-10Mは

テーパー毛がP-10Sに比べて硬いため、ブ

ラシ圧が強すぎると歯肉に傷を付けてしま

うことがある。歯間部に挿入する際は、毛

先は横向きにして、歯間乳頭を押し付けな

いように注意することが必要である。




